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中国客家地域におけるインドネシア帰国華僑の再統合

河合洋尚(国 立民族学博物館 ・機関研究員)

1.は じめに

　本稿は、1940年 代以降イ ン ドネシアか ら中国南部に帰還 した客家華僑1を 対象 とし、彼

らの移住、及び現地社会への再統合の過程 について報告す るものである。再統合 とは、帰

国華僑が海外で得た社会文化的資本を中国に持 ち帰 り、なおかつ現地の地域社会に働 きか

けていく過程を指す。

　イ ン ドネ シアへの中国人移住 の歴史は古 く唐代にまで遡 るといわれ るが[河 部1972:

42]、 中国か ら大量の移民がお しよせ るよ うになったのは、17世 紀にオ ランダがイン ドネ

シアを植民地 としてか らの ことである。羅香林 によると、その中国系移民のなかには客家

も含 まれてお り、特 に羅芳伯が1777年 に西カ リマンタンで客家 を中心 とす る採鉱企業を

設立 したため、初期の客家移民 は鉱夫 を主な生業 としていた[羅 香林1950、Carstens

2001:176,飯 島2007:50-51]。 その後、19世 紀後半になると、中国からイ ン ドネシアへ

の移住者がさらに増加す るとともに、客家 のなかには、農民、床屋、鍛冶屋、大工を した

り、商売に従事 した りす る者 も現れた[顔 清焼2005:196]。1930年 の統計によると、イ

ン ドネ シアにいる約119万 の華僑 ・華人の うち、約20万 人が客家であった[Volkstelling

1930:88]　 20

　周知の通 り、イン ドネシア華僑 は、中国への志向を示す トトック、お よびイン ドネシア

に生まれて土着化 が著 しいプラナカンの、2グ ル0プ に分 けられ る。イ ン ドネ シアの客家

も同様 に、中国か ら父や本人が移住 したばか りで中国 とのつなが りを求める集 団と、イン

ドネシア人 を母親 に持ちそ この生活習慣に馴染んでいった集団がある。ただ し、彼 らは と

もに現地で 「客人(orang　 kea)」 と呼ばれ、華僑 ・華人 としての レッテル を貼 られること

がある。それゆえ、彼 らは、時には華人 として排除や迫害 を受け、時には中国 とのっなが

りを求 めて、特 に1940年 代以降、祖国である中国に戻っていった。それ ゆえ、現在の中

国南部では、イ ン ドネシアか ら中国に帰国 した華僑、す なわち帰 国華僑 と呼ばれ る人々が

数多 く居住 してい る。

　 しか し、中国、特 に漢族社会を対象 とす る人類学的研究は、 中国に居住す る帰国華僑 の

存在 について、長い間関心を払って こなかった。従来、人類学 とその隣接領域 は、主に定

1客 家 とは、中国のマジョリティである漢族の一系統に属 し、独 自の言語(客 家語)や 文化(客 家文化)

をもつエスニック集団である。北方の血統をひ くと信 じられているが、中国南部に居住する。
2同 統計によると、最も多いのが福建人で約56万 人、客家が二番 目に多く、三番 目に広東人の約14万 人

と続いている。



住者側(以 下、本地人 と呼称す る)を 研究の対象 とし、また彼 らのつ くるコミュニティ(以

下、本地社会 と呼称する)で フィール ドワ0ク を進 める傾向が強かったか らである。ただ

し、最近になって、中国 と日本で帰国華僑が新たな注 目を集 めてい る。人類学 とその隣接

領域を専攻する研究者 は、帰 国華僑がなぜ 中国に戻 り、また、彼 らが中国でいかなる生活

を送ってきたかにっいて、系統的な研究をは じめるよ うになった 喩2003、 孫2003、 眺

2009、 陳2012、 奈倉2012,etc.]。 これ らの研究は、中国社会を閉じられた空 間としてみ

ることな く、外部 とのネ ッ トワー ク関係か ら現地を位 置づ けている点で有意義 である。

　 しか しなが ら、現在の帰国華僑研究の多 くは、帰国華僑の受け皿 として政府 により設立

された華僑農場 とその周辺部 に限 られ るき らいがある。つま り、現時点にお ける帰国華僑

の研究は、華僑農場 とい う名 の特殊空間を設定 して、あ くまで華僑 ・華人研究の枠組みで

なされてお り、本地社会への考察が不足 している。実際のところ、帰国華僑は華僑農場 の

み に居住 しているわけではない。例えば、世界 中に客家華僑 を輩 出 し 「客家の故郷」 とし

て知 られる広東省梅州市(以 下、梅州 と略称す る)で は、都市部 のいたるところに、イン

ドネシアな ど東南アジア諸国か ら帰国 した華僑がいる。筆者 は、梅州 の都市部 でフィール

ドワー クをお こなってきたが、そこで数多 くの帰国華僑 に出会ってきた。梅州 には、東北

部の蕉嶺県に華僑農場があ り、数千名 とい う帰 国華僑が住んでいる。 だが、その10倍 以

上の帰国華僑は、農場ではな く、都市部な どの本地社会 に住んでい る。

　現在、帰国華僑をめぐる人類学的研究では、 しば しば帰国華僑 と本地人のアイデンティ

テ ィやカテ ゴリーの うえでの差異化が指摘 されている3。こ うした指摘 は、華僑農場 とその

周辺部 を主な研究対象 とした場合、妥 当であるのかも しれない。だが、帰国華僑のなかに

は、本地社会に入 り込み、本地人 として現地の文化的なエ0ジ ェンシ0と なる者がいるこ

とには、 より多くの注意 を払 うべ きであろ う。彼 らは、時 として海外 で培 った経験に基づ

いて本地社会に新たな影響をもた らし、文化を刷新す ることもある。 こ うした帰国華僑 の

一面は
、本地社会の研究においても焦点を当ててい くべきであると筆者は考 える。

　以上の問題 関心から、本稿は、筆者が2004年11月 か らフィール ドワークをお こなって

いる4梅州 を事例 とし、以下の2つ の点か ら、イ ン ドネシア帰国華僑の移住 と再統合 の過程

を論 じることに したい。すなわち、(1)どのよ うな社会的背景により、華僑農場 に移住す る

3一 例を挙げると、奈倉京子[2007:19]は 、広東省台山市の華僑農場におけるベ トナム帰国華僑を対象

とし、帰国華僑が本地社会に溶け込んでい くのではなく、本地社会 との相互作用を通 して、帰国華僑 とい

うカテゴリ0が 再形成 していく過程について論 じている。
4筆 者は、2004年11月 から2008年2月 までに梅州で短期のフィール ドワークを繰 り返 し、2008年3

月か ら2010年1.月 に梅州の嘉応大学客家研究所に勤務 してから約2年 間、主に都市部に住み込んで聞き

取 り調査を実施 した。調査期間中、キー ・インフォーマン トの一人であったF氏 夫妻がイン ドネシアから

の帰国華僑であったため、彼の関係を通し、主に都市部に住む帰国華僑のサークルで聞き取 り調査を実施

することができた。また、F氏 の友人関係を通し、華僑農場でも話を伺 うことができた。華僑農場での調

査は、蕉嶺県を主な調査地 とする嘉応大学客家研究所の夏遠鳴氏にも協力 していただいた。



者 と本地社会に移住する者 に分かれていったのか、また、(2)後者 は彼 らの海外体験をどの

よ うに生か し、本地社会の文化的刷新 に貢献 していったのか、に注 目す る。筆者は、フィ

0ル ドワ0ク の過程で数十名 とい う帰国華僑に出会い、 さらに本科研 プロジェク トに参画

してからは、14名 の帰国華僑か らライフ ヒス トリーを集めた。本稿では、華僑農場 と本地

社会の双方 を対象 とし、帰国華僑が どの ような異なった経験 をしていったのかを報告する

ことで、本地社会における帰 国華僑の位置 を考察す ることに したい。 なお、梅州の帰国華

僑 をめぐる人類学的研究は、 日本や中国でまだ存在 していないため、本稿では、第一次資

料 を残す 目的 も込めて、6名 のライフ ヒス トリーを軸 としなが ら論を進めてい く5。

2.調 査地の概況

　梅州は、中国広東省の東北部に位置す る行政 区で、梅江区、梅県、蕉嶺県、平遥県、五

華県、豊順県、大坤県、お よび興寧市(県 レベルの市)の8っ の地区を管轄 している(地

図を参照のこと)。同市は現在、約500万 人の人 口を抱 えてい るが、公 的見解 によると、そ

の99%以 上が客家で 占められてい る。また、統計によると、梅州出身の華僑 は、香港に約

263万 人、マカオに約2万 人、イ ン ドネシアに約65万 人、タイに約63万 人、マ レーシア

に約38万 人 いる[梅 州市華僑志編輯委員会2001:23]。 すなわち、香港を除 くと、東南ア

ジア諸国のなかで梅州籍華僑が最 も多いのは、イ ン ドネシアであるとい える。
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〈地図:梅 州 と華僑農場の地図〉

　梅州は、多 くの華僑をイン ドネ シアに送 り出 してい るが、その反面、イン ドネシアか ら

戻 ってきた華僑 も数多 く受け入れている。梅州 に戻 ってきた帰国華僑 の大半は同市を祖籍

5こ こで6名 の ライ フ ヒス トリー に絞 った の は
、 紙 幅 の 問 題 だ けで な く、 話 を伺 った14名 の うち 数名 が

夫 婦 関係 また は キ ョウ ダイ 関係 で あ る た め 、話 が重 複 す る こ とに よ る。



地 とす る者であるが、なかには広東省の他 の市、 もしくは福建省 など他省 の出身者 も住 ん

でいる。後述す るように、華僑のイン ドネ シアか らの帰国は少な くとも1940年 代に始ま

ってお り、1959年 冬には、増加す る帰国華僑 を受け入れる施設 として蕉嶺県の一角に華僑

農場が設立 された。華僑農場 は、本地人 と異なる環境で育った帰国華僑 を集めて操業する

国営農場であ り、中国南部を中心に84設 け られてい る。2010年 刊行の 『蕉華50年 』 に

よると、蕉嶺華僑農場には、イ ン ドネ シア、タイ、マ レ0シ ア、シンガポ0ル 、ラオス、

ベ トナム、イン ド、 日本な ど14の 国/地 区か らの帰国華僑が1 ,578名 住んでい るとい う

[広東省蕉嶺華僑農場編2010]。

　他方で、梅州 では、華僑農場 の外部にも少 なか らずの帰国華僑が住んでいる。2007年4

月19日 に全国人民代表会議 の公式イ ンターネ ッ トで掲載 された統計によると、梅州 にお

ける帰国華僑の人 口総数は15,123人 であ り、その うち1,578人 が華僑農場 に、13,545人

が本地社会に散住 している。 この数値 を見れば分かるように、梅州では華僑農場に住む帰

国華僑が約10%を 占めるにす ぎず 、残 りの約90%は 本地社会に居住 している。実際、梅

州の本地社会で生活 している と、イン ドネ シア語を話 し、イン ドネシアの文化 に馴染んで

いる人々をよく見かける。筆者が梅州でフィール ドワークをお こなっている際にも、地域

の文化復興に携わっている一部の高齢者はイ ン ドネ シアからの帰 国華僑であった し、家庭

に招かれた時 も、 よくイ ン ドネシアのCDを 聞き、イ ン ドネシアの料理 を食べたものであ

る。筆者 はもともと本地社会 の調査を 目的 として梅州に入 り、また、客家=漢 族の文化像

を思い浮かべていたので、 こうした状況に しば しば戸惑い を覚 えた ものである。そのよう

な筆者 に対 し、あるイ ンフォーマン トは、「梅江区で老人を見たら10人 に1人 はイン ドネ

シア語 を話せると思 ってもいい」 と語 ったことがある。梅江区の総人 口が30万 人を超 え

ることを考 えると、この比率 はいささか誇張であるか もしれ ないが、それだ け現地のなか

ではイ ン ドネシアなど東南アジア諸国か らの影響が少な くないのであろ う。

　筆者は、ここ3、4年 の間、特 に帰国華僑の存在 とその文化的貢献に着 目し、彼 らに対

す るイ ンタビュ0を 進めているが、彼 らの年齢層 と経歴 には共通点がある。まず、イ ン ド

ネ シアか ら梅州 に戻ってきた華僑の多 くは、60歳 以上の高齢者 である。一般的に彼 らはイ

ン ドネ シアの生活に親 しみ、大半がイ ン ドネシア語 を話す ことができる。彼 らの子供や孫

は、梅州に残 る場合 もあれば他の土地 に行 く場合 もあるが、一般的にイ ン ドネ シア語 を話

す ことができない。 しか し、料理 を食べる際にチ リソースを好んで食べ るなど、一定の文

化的影響は受けている。他方で、筆者が話 を伺 った限 り、帰国経験をもっ高齢者のほぼ全

員が1940年 代か ら1960年 代の間に、イン ドネ シアか ら中国のどこかの都市に移住 してい

る。 また、彼 らの大半は、父 の世代にイン ドネ シアに移 り、中国への帰属意識 を比較的強

くもつ トトックである。



　では、彼 らはなぜ1940年 代か ら60年 代の問にイ ン ドネシアを離れ、中国に移住 したの

だろ うか。なぜ、 どの ような者が華僑農場 に行 き、その他の者が本地社会で生活すること

になったのであろ うか。また、彼 らは どのよ うに現地に適応 していったのだ ろうか。 これ

らの問いについて、以下、い くつかのライフヒス トリーを挙 げてい くことにしたい。

3.華 僑農場にお けるイン ドネ シア帰国華僑 のライ フヒス トリー

　まずは、帰国華僑 をめぐる先行研究の舞台であった、華僑農場 の事例 を述べてい くこと

に しよう。前述の通 り、梅州には蕉嶺県に華僑農場があ り、現在、1500名 ほどの帰国華僑

が住 んでいる。この華僑農場 には、14の 国/地 区か らの帰国華僑が居住 していると言われ

るが、少なくとも現在調査す る限 りでは、大半がイ ン ドネシアか らの帰国華僑 で占められ

ている。彼 らは、いつ、 どのよ うな経緯で華僑農場 に移 り住んでいったのだ ろうか。同時

に、彼 らと本地社会 とのっなが りはどの ようなものであったのだろ うか。3名 の話者のラ

イ フヒス トリーか ら、 この問題 をみてい くとしよ う。

【A氏 、66歳 、男性、華僑農場在住 】

　 「私は1947年 にバニュワンギで生まれた。父 は梅県松 口鎮の出身で、1939年 にイ ン ド

ネ シアに行った。1960年12.月 、華人排斥運動の影響 を受 け、父母 と12名 のキ ョウダイ全

員が一家で中国に戻 ってきた。スワ トウに到着 した時、政府 の手配で今の華僑農場に住む

こととなった。

　イン ドネシアか ら蕉嶺県の華僑農場 に来たのは、1960年 が ピ0ク であった。政府 が無料

で船を出 してイ ン ドネシアに迎えに行 き、1960年7月 、8月 、12月 にジャワ島、スマ トラ

島、カ リマンタン島に住む華人がここに安置 された。また、1961年 にも大量にイ ン ドネ シ

アか らの華僑が帰国 し、この時には じめてバ リ島か らの華僑が移住 してきた。1962年 以降、

イ ン ドネシアか らこの農場に来 る者は減少 したが、1965年 には多 くの華僑が来た。私たち

が移民 を決意 した1960年 の時点では、まだ華僑 に対す る露骨 な嫌が らせに とどまっていた

が、1965年 は火 をつけるなどの暴動に発展 したから、彼 らは住む所 をなくしてきたのだ。

蕉嶺華僑農場は、初期は華人排斥運動の影響でイ ン ドネシアか ら帰国 した者が大部分であ

ったが、後にベ トナム、マ レーシア、イン ド、そ して 日本か らもやってきた。私の妻は、

やは り華人排斥運動 によりミャンマ0か ら帰国 した華僑である。

　帰国 してか らは文化大革命が始ま り、イン ドネシアか ら持 ってきた高価 なものは没収 さ

れた。私たちは、最初は木を伐採 して開拓 し、それか ら水稲耕作 と茶栽培 に従事 した。私

の一家は水稲栽培 をお こなった。 当時、周 囲の本地人に比べれば、暮 らしはまだ良い方だ

った と思 う。イ ン ドネシア料理をつ くる食材 も配給 された。本地人のなかには私たちの優



遇 を妬む者 もいたが、決 して集 団的に対立 していたわけではなかった。また、都市部に住

む帰国華僑 との仲 もよかった。例えば、ある都市に住む帰国華僑 とは40年 ほど前か らの知

り合 いで、若 い頃は、彼の一族の女性 との見合い話まであった。

　私たちも生活は決 して豊かではなかった し、イ ン ドネシアに帰 りたい と思 う者 もまわ り

には多かった。だから、文化大革命が終わると、華僑農場の多 くの者 が出国申請 し、香港

に行 ったため、人 口が激減 した。だが、彼 らの多 くは、イ ン ドネ シアに家族 を残 してきた

者たちである。私は一家で戻 ってきたので、イ ン ドネシアにも香港にもツテがなく、農場

に残 った。今は土地 も売 り払い、年金暮 らしをしてい る」(2013年m17日 のインタビュ

ー に基づ く)
。

写真1:松 口鎮の梅江。戦前、梅州の多 くの客家華僑はここか らイ ン ドネ シアに渡った。

【B氏 、67歳 、男性、梅県在住 】

　 「私は、1946年 にジャカルタで生まれた。父は、梅県梅西鎮の出身で、1921年 に貧困の

ためイ ン ドネシアに渡った。父はイン ドネシア人である母 と結婚 し、11人 の子供をも うけ

た。1961年6.月2日 、華人排斥運動の影響 を受 け、政府が無料で迎えに来た船 に乗 って一

家で中国に戻った。まず は広州に行き、それか ら父の実家 に戻 った6。だが、父 の実家があ

る梅西鎮での生活 も貧 しかったので、父が帰国華僑 とい う身分を生か し、華僑農場に移 る

申請を した。1965年 に一家で華僑農場に移 り住んだ。

　華僑農場は、1960年 、61年の2年 間でイ ン ドネシアか らの多 くの帰国華僑を迎えたため、

私たちが1965年 に農場に行った時はす でに多 くの者 が住 んでいた。当時の農場人 口の大多

数がイ ン ドネシアからの帰国華僑であったが、ベ トナム、 ミャンマー、シンガポール、マ

6な お 、J氏 は 、 イ ン ドネ シア 在 住 時 に は故 郷 が どこで あ るの か 知 ら され て い なか った が 、1961年 に広

州 に着 い た とき、実 家 が 梅 県 に あ り、我 々 が客 家 で あ る こ とを教 わ っ た の だ とい う。他 方 、A氏 は 、1940

年 にイ ン ドネ シ ア か ら帰 国す る とき、父 か ら 「お 前 は客 家 だ か ら中 国人 と して の誇 りを も て」 と言 われ た

のだ とい う。 そ れ 以 来 、 彼 は、 客 家 とは 中 国人 とい う意 味 で あ る と思 い込 ん で い た とい う。



レーシアか らの華僑 も住んでいた。移住後、私たちは木 を伐採 して開墾 し、茶 の栽培 をお

こなった。正確 な人 口は分か らないが、当時の農場には6,000～8,000人 の帰国華僑 がいた

と思 う。

　イン ドネシアか ら戻った後 は、あらゆる面で苦労 した。特に気候の問題、生活苦が大き

く、イ ン ドネシアに戻 りたい と思 っていた。ただ、食料 の面では、イン ドネシアの食材 を

配給 していた し、1980年 まではイ ン ドネシア料理店 もいくつかあった。今では、多 くのイ

ン ドネ シアか らの華僑が香港や国外に出たので、 こうした店舗はなくなったが、それでも

一部の市場 とレス トランではイ ン ドネ シアの食材 ・料理 を提供 しているので
、食事面で苦

労は しない。また、私たちは客家語や 中国語を話せ る し、そもそも農場の者はだいたいイ

ン ドネ シア語を話せ るので、イ ン ドネ シア人で母です ら言葉 には苦労 しなかった。母は結

局、中国語 も客家語 も覚 えなかった。

　文化大革命 が終わると、多 くの者が出国申請 をして香港な どに行き、また、若者 も広州

などの都市に出稼 ぎに行 き始 めたので、華僑農場の人 口は半分以下になって しまった。私

たちもイン ドネ シアに戻 りたかったが、一家できたのでツテもなかった。私たちは、農場

の近 くに住む本地人の活動には参加 して こなかったが、春節 になると実家のある梅西鎮に

戻 り、祖先崇拝な ど宗族の活動にも参加 してきた。現在 も、私は華僑農場 の住民ではある

が、父の実家の宗族 に寄せてい る。政府が華僑農場の土地 を収用 し、別の帰国華僑用の新

しい敷地に家を構 えよ うとしているが、まだ資金がなくて家を改装できていないか らであ

る」(2013年1月17日 のイ ンタビューに基づ く)。

写真2:蕉 嶺華僑農場。左が古 くか らの居住地で、右 が新 たな敷地にできた居住地

彼 らの話に もあるよ うに、華僑農場 に住む大部分のイン ドネシア帰国華僑は、イン ドネ

シアでおきた華人排斥運動の煽 りを受 けて移住 してきた者たちである。周知の通 り、イン

ドネシアでは、1950年 代末か ら華人排斥の動 きが高ま り、1960年2月1日 に、首▲都 と州



府以外 にお ける華人の商売を禁止す る法令が発布 された。 この法令によ り、一部華人が生

計の手段を失い、中国に帰国 した。 さらに、1965年 に 「9・30」 事件 が発生する と、イ

ン ドネ シアでは大規模 な華人排斥運動がおき、中華学校 が閉鎖 され、中国語 を公的に使 う

ことができな くなった。華人 の社団 も解散 させ られ、中国とイ ン ドネシアが国交を断絶す

るにつれて、多 くの華僑難 民が中国に戻った[王 蒼柏2006:10]。 梅州では、 こうした華

僑難民の受 け皿 として華僑農場を設立 したのであ り、行 き場 を失 った華僑が この農場に移

ってきたのである。

　ただ し、B氏 の話か らも分か るよ うに、イ ン ドネ シアにおける華人排斥運動 の煽 りを受

けて帰国 した全ての華僑が、華僑農場 に移住 したわけではない。彼 らは、本地社会に戻 さ

れ ることもあ り、 どうして も生活が苦 しい場合 は華僑農場での再移住 を認 めていたことが

分かる。また、B氏 は、華僑農場周囲の 「本地人」 とはあま り付 き合 わなかったが、　A氏

と同 じく集団的に対立 していたわけではない と主張 してい る。B氏 は、故郷の宗族 とはず

っと密接な関係 をもち、現在 もそこに身を寄せている。A氏 の一家は、帰国後す ぐに華僑

農場に安置 されたが、それでも彼の父系宗族 と関係が切れてい るわけではなく、春節には

松 口鎮の実家に戻って祖先崇拝をお こな うのだ とい う。A氏 とB氏 の話では、それゆえ蕉

嶺の華僑農場には、祠堂(祖 先の位牌 を祀る祠)の 類が存在 しない。両者 とも、華僑農場

が活動の本拠地であるため、彼 らの父方宗族において主導的な活動を展開 しているわけで

はない。 しか し、彼 らの実家 のある本地社会 とはつ なが りを保っていることが分かる。

　 さて、蕉嶺華僑農場において注意すべきなのは、ここの全ての住民がイン ドネシアか ら

の帰国華僑でなければ、また、華人排斥運動によ り定住 したわけではない とい うことであ

る。B氏 によれば、蕉嶺華僑農場の大半はイ ン ドネ シアからの帰 国者 であるが、ベ トナム

帰国華僑 もまだ100名 ほど住んでお り、マ レー シアか らの帰国華僑 も約50名 い る。比較

のため、次にイ ン ドネシアか ら帰国 した客家華僑ではないC氏 の事例 を紹介す る。

【C氏 、70歳 、女性、華僑農場在住 】

　 「私は、1943年 にマ レーシアのマ ラッカで生まれた。具体的な年 は知 らないが、祖父が

福建省のアモイ市からマ レ0シ アに移住 した。父は、華僑事務関係の仕事に携 わる政治家

であり、1958年 に父の仕事の関係で中国に戻った。父は、広州 に赴任 したので、私も妹 も

広州で育った。

　 この華僑農場 に来たのは、1964年 のことである。当時は、知識青年 を農村に移住 させ る

『下放』の動きがあ り、私は蕉嶺華僑農場 に配属 された。そこで、私は同 じマ レーシアか

らの帰国華僑である夫 と結婚 し、ここに留 まった。 当時は、別に周囲の本地人 と対立 して

いたわけではなかったが、私たちは配給の面な ど優遇 されていたので、や は り彼 らとの壁



はあった。実際、 ここのほ とん どの住民は帰国華僑 同士で結婚 した。 なかで も、同 じイン

ドネシア華僑同士、マ レ0シ ア華僑同士 とい うパター ンが最 も多かった。経歴や習慣が似

ているか ら、同 じ帰国華僑の方が恋愛対象 にな りやすいのだろ う。

　 この華僑農場 に来てか ら、私は夫 とともに茶 の栽培に従事 した。最初はあま り慣れなか

った。気候は広州で慣れたが、私 は都会育ちなので、 田舎の生活 に戸惑った。 また、私は

アモイの出身で閲南語7を話す が、ここは客家の出身者 がほ とん どなので、客家語が主な使

用言語であった。マ レー シア語 とイン ドネ シア語が似てい るので、最初はマ レーシア語 を

使 うこともあった。また、家族 とは広東語で話 してい る。幸い料理はマ レーシア料理の食

材が揃 っていたので、 自分でつ くることができた。

　私は、政治にかかわるよ うにな り、まず県、市、そ して省 の 『人民代表』(人 民代表大会

の出席者)に なった。省の 『人民代表』は1987年 か ら1998年 まで2期 務 め、その後 ここ

の華僑事務関係の仕事に就いた。この華僑農場は、最 も多かった1978年 で約8,000人 の帰

国華僑がいた。 しか し、同年 に改革 ・開放政策が始ま ると、多 くの者 が出国申請を して、

香港や 中国の別の都市に行った。今の正確 な農場人 口は知 らないが、半数以下になったこ

とは間違いない。マ レーシアか らの帰国者 も少な くはなかったが、今は50人 ほど8である。

だが、私たちは、 ここでの条件が良かったか ら出国の必要はなかった。そもそ も華僑農場

は、申請すれば農場の外での生活基盤 を保障 して くれた。 もちろん誰 もがこ うした恩恵 を

受 けられるわけではな く、学歴な どの審査があるが、私の娘2人 はこの制度 を通 して珠海

に移 り、安定 した生活を送っている」(2013年1月17日 のイ ンタビューに基づ く)。

　以上 より、蕉嶺華僑農場には、さまざまな立場の者がいたことが分かる。C氏 は、アモ

イの父系宗族 ともつなが りがあ り、時々訪 問している。ただ し、他方 で、周囲の本地社会

とは壁があったよ うである。C氏 は、一方でA氏 やB氏 と同 じく、周 囲の本地社会 と対立

していない と主張 してお り、個々人 レベルでは交流があった と話 している。ただ し、相対

的に見れば、社会保障の違い、生活面での違いによる見えない壁があ り、婚姻圏 も帰国華

僑 とい うカテ ゴリーでま とまる傾 向がある。その意味で、本地社会 との対比で帰国華僑 の

カテ ゴリ0が 先鋭化 され るとす る先行研究の指摘は、梅州でも該 当す るものである。ただ

し、他方で見逃す ことができないのは、彼 らはいずれ も父方宗族 との関係 を保 ち続 けてい

ることである。彼 らは、華僑農場 を生活の舞台 としているため、父系宗族での発言力 も強

くはなく、その活動 において文化的工一ジェンシー となることはほとんどない。 しか しな

7閲 南 とは福建南部を指す。閲南方言は、中国語や客家語など他の方言 とは意思疎通が とれない。
8Cに よると、同農場におけるマレーシア帰国華僑は、イポーなど半島部の出身者が多く、サラワク出身

者も若干いたが、サバ出身者はいなかった。



が ら、彼 らは、故郷の父系宗族のもとに行 けば、本地人の一員 として活動す ることができ

るのである。

3.本 地社会にお けるイン ドネ シア帰国華僑 のライ フヒス トリー

　では、次に本地社会を主要 な生活の舞台 としているイン ドネシア帰国華僑の例を挙げる

ことに したい。繰 り返 し論 じるように、最近に統計 に基づ くと、本地社会 における帰国華

僑の数は、華僑農場のそれ よりもはるかに多い。 しか し、従来の帰国華僑研究では、本地

社会に生きる帰国華僑が どのよ うに生活 しているのか、また、本地社会に どのよ うに働 き

かけているのか、その実態を明らかに した報告 はまだ多 くない。

　筆者は、主に都市の本地社会を調査の対象 としてきたので、本地社会に生きるよ り多 く

のイン ドネ シア帰国華僑に出会ってきた。筆者 は、フィール ドワ0ク を開始 した当初、帰

国華僑 とい う存在にあま り意識的でなかったため、具体的に どれだけの人数に会い、彼 ら

がどこか ら来てい るのかの統計 もとっていない。ただ し、 フィール ドノ0ト の記載 と記憶

を辿る限 り、筆者 が出身国および帰国の理 由を聞いた帰国華僑は、少 なくとも30名 以上

いる。その うち、マ レー シアか らの帰国者が4名 、シンガポールか らの帰国者 が3名 、 ミ

ャンマーか らの帰国者が1名 であ り、その他全てがイ ン ドネシアか らの帰国者 である。筆

者が話 を聞いたイン ドネシア帰国華僑の話 を総合す ると、彼 らが梅州 の本地社会に戻った

理 由は、大まかに分 ける と次 の3つ に該当す る。すなわち、イ ン ドネシアにおける華人排

斥運動、進学、第二次世界大戦を動機 とす る帰国である。

　その うち華人排斥運動 を理 由とした帰国についてはすでに触れたので、次に、進学 目的

の帰国者の事例 を挙げてみることにしたい。

【D氏 、78歳 、男性、梅江区在住】

　 「私 は、1935年 にジャカル タで生まれた。1919年 に祖父に連れ られて父がイン ドネシア

に移住 し、商売 を営んでいた。私 には姉 と弟がい る。私は、ジャカル タにある共産党派の

高校 に通い、そこで学んだ。 この学校が宣伝す る祖国は非常に素晴 らしかった。次第に中

国への郷愁 を強め、祖 国の建設のために何か しなければならない と思 うようになった。そ

こで、1951年 、17歳 の時に自費でオ ランダ船に乗 り、中国に渡った。 しか し、実際に行 っ

てみると、私の想像 した中国 とは異なっていた。冬の寒 さも耐 え難かった。結局、中国で

頼 りになる者 を求め、中国での学校 を卒業 した後、梅州に戻って働 いた。ただ、私は現在、

イ ン ドネシアに住む家族 とはそれ ほど頻繁 に連絡を とっていない。姉夫婦 とは連絡 がある

が、両親は亡 くな り、弟が どこにい るか も知 らない。だから、宗族の活動 には参加 してい

るが、海外ネ ッ トワークを生か して、その活動 を主導 して きたわけではない」(2013年1



月16日 のイ ンタ ビュー に基 づ く)。

【E氏 、75歳 、梅江区在住】

　 「私は、1938年 にジャカル タで生まれた。私の父は梅州の出身であるが、1920年 代 に生

活苦からジャカルタへ出稼 ぎに行 った。私 は、ジャカル タにある共産党派 の華人学校で学

び、共産党 中国への郷愁 を深 めた。そこで、中国の学校に通 うため、1960年 、22歳 の時に

『水客』のツテを頼 って 自費で中国に帰った。最初 は梅州に戻 ることなく、湛江を経 由し

て貴州 に行ったが、ここにはいい学校がなかったので、雲南省昆明市に行 った。昆明市の

学校 を卒業後、雲南省南部 の紅河州で仕事 をし、1978年 に梅州に戻った。ただ し、私は40

歳 になって梅州 に戻 ったため、宗族には馴染んでいるものの、 中心的な役割 を果たす活動

は してない」(2013年1.月16日 、17日 のインタビュ0に 基づ く)。

　 ウィ リアム ・スキナーによると、20世 紀前葉 のイ ン ドネシア客家の多 くが国民党を支持

していた[Skinner　 1963:116]。 しか し、筆者が話 を聞いた範囲によると、梅州に進学 目

的で帰国 した者の絶対的多数が、イン ドネ シアで共産党派の中華学校 に通っていた。C氏

とD氏 もまた、国民党派の中華学校に通っていた客家は台湾 の学校に進学 し、共産党の中

華学校 に通っていた客家が中国の学校 に進学す る傾 向にあった と回顧 してい る。 この背景

には、C氏 の話 にもあるよ うに、共産党派 の学校が共産党 中国の理想 を語 り、祖国への思

いを増長 させていたことがあると考え られ る。

　ただ し、彼 らは帰国 して中国の学校 に進学 し、中国で仕事 をす るにつれて、華僑 である

がゆえの排除を受けることがあった。それ ゆえ、中国での帰国先 を離れ、故郷 である梅州

の父系宗族の もとに戻ってきた例が複数み られた。また、故郷に戻った後、出国申請 をし

てイン ドネシアに戻 ろ うとす る者 も少な くなかった とい う。 こ うした事例 は、梅州 だけに

とどまらず、中国で広 く見 られたよ うである。王蒼柏は 『活在別処　　香港印尼華人 口述

歴史』(2006)で 香港 に移住 した複数 のイン ドネ シア帰国華僑にイ ンタ ビュ0を 行い、彼

らのライフヒス トリーを記述 してい るが、彼 らの人生の大枠、す なわち共産党派の学校へ

の通学→祖国に憧れての帰国 と進学→華僑であるがゆえの周 囲か らの排除→ 中国の外への

移住 、は類似 している。

　 C氏 とD氏 は、 ともに父系宗族 に身 を寄せてい るが、宗族 の活動にはそれほ ど積極的に

参与 しているわけではない。その理由は、本人たちが述べてい るよ うに、彼 ら自らが外様

意識 をもっているからかもしれない。ただ し、進学 目的で帰ってきた者のなかには、その

高い学歴や社会的発言力 を生か して、宗族 のイベ ン ト開催や族譜(家 系図)の 編纂 に関わ

るケース も見 られ る。



　また、C氏 やD氏 と異な り、イン ドネシアに近 しい親戚がい る場合 、そのネ ッ トワーク

を使 って、海外 との連絡役 を担 当す ることもある。一例を挙げると、E氏 は、1950年 代 に

キ ョウダイ とともに帰国 し、父系親族のある梅州で進学 した。E氏 は、イン ドネシアに家

族 を残 し、イン ドネ シア語が話せ るため、イ ン ドネ シアから親戚が来ると案内 と通訳 を担

当 し、彼 らの宗族への寄付を受け取 る役割 を担 ってい る。また、E氏 には、マ レーシアに

近 しい親戚がいるので、彼 らとのつなぎ役 も担 当している。E氏 によると、ある 日、マ レ

0シ アか ら親戚が戻ってきた時
、E氏 の廟 に祭 ってある三体の神像を見て、 これは何であ

るのか聞いた。E氏 は、地元では 「公王」 と呼ばれていると言ったが、その親戚には通 じ

なかった。そ して、彼 は 「客家の祀 る神なのだか ら三山国王に違いない」 と言い、それ以

降、E氏 宗族では、この神 が三山国王であるとい う認識 が生まれたのだとい う。

写真3:三 山国王の神像。写真 は主廟である掲陽市河婆鎮 のもの。

　 ここで重要なのは、三 山国王 とい う神は、台湾 とマ レーシアでは 「客家神」 として表象

されるが、梅州では、そ うした認識に乏 しい とい うことである9。梅州 にも、三山国王廟 が

いくつかあるが、それは地元で公王神 と呼ばれていた。 しか し、三山国王は、中国の外で

客家神 として表象 され、最近では中国の概説書やイ ンターネ ッ トで もそ うした言説 が出回

っているので、公王は徐々に三山国王 として認識 されは じめている。E氏 宗族 では、こう

した一般的に想像 される客家イメージが、外部 によって、 しか も帰国華僑 を媒体に して導

入 されてい る。 このよ うに、進学 目的で帰 ってきた帰国華僑 のなかには、宗族 の活動に関

与 し、文化刷新のエ0ジ ェン トとなることもある。

9三 山国王 とは掲陽市掲西県河婆鎮の霜田廟を祖廟 としてお り、華僑の移住にともなって主に台湾 と東南

アジア諸国の華人社会にも普及することになった。台湾では、主に客家が信仰するため、「客家神」であ

るとみなされがちである。また、マレーシアでは、河婆出身の華僑が主に広めたが、河婆出身者が客家を

みなされるため、やは り客家の神 としてみなされがちである。梅州にも津坑廟をはじめいくつか霜田廟の
つなが りのある廟があるが、そこの主神は現地では、三山国王ではなく公王とみなされてきた。中国で三

山国王信仰が最も盛んなのは広東省東部の潮州、スワ トウ地区であり、その主な参拝者は閲南人である。



写真4:戦 時中に帰国 した客家華僑が所持 していたパスポ0ト 。オ ランダ語で書かれてい

る。1933年 発行。写真 は、亡 くなったF氏 の叔母のパスポ0ト で、F氏 が所管 していた。

　他方で、梅州 には、第二次世界大戦時にイ ン ドネ シアか ら帰国 した層 も存在す る。彼 ら

もまた、進学 目的で帰国 した華僑 と同 じく、華僑農場の設立前に帰国 してい るため、本地

社会で生活 してい る。彼 らは、梅州を祖籍地 としてお り、親戚のツテを頼 って父系宗族 の

もとに身を寄せた。また、現存す る華僑は、当然のことなが ら幼少期 に父方の実家に戻っ

ているので、宗族 においては本地人 と同様 の扱いを受けている。例えば、筆者 のキ0・ イ

ンフォ0マ ン トの一人であるF氏 は、帰国華僑 としての一面をもってい るが、普段 の生活

においては宗族内で力をもつ本地人 として振 る舞っている。 さらに、F氏 は、 自らの海外

経験を文化資本 とし、F氏 宗族の文化復興 にも貢献 してきた。

【F氏 、79歳 、男性、梅江区在住】

　 「私 は1934年 にスラウェシ島北部のマナ ドで生まれ た。父は、梅江区のF宗 族の出身で

あったが、1928年 にイン ドネシアに移住 した。父が梅州 を離れたのは、主に生活苦による

ものであり、父の伯父が先にイ ン ドネ シアにいたため、そのツテを頼 って移住 した。私 の

父は、移住後 も梅州 に一時的に戻 ることがあ り、その時、母 と知 り合 って結婚 した。私 の

母の一家 も華僑であ り、母はベ トナムで生 まれ、梅州に戻ってきた時に見合い して父 と結

婚 した。

　父はイン ドネ シアで、李姓 の友人 とスラウェシ島でデパー トを経営 した。商売は うま く

い っていた。両親 は、私 を含む5人 兄弟を生んだ。5人 全員が男で私 は二番 目である。 し

か し、1940年 に 日本軍がイン ドネシアを侵略す ると、危険である とい うので、母 と5人 の

息子が梅州に送 り返 された。兄、私、弟1人 は香港経由で無事に梅州 に帰還 したが、弟2

人は帰国の途中亡 くなった。



　帰国後、生活は楽ではな く、母 は衣服の裁縫 をして3人 の子供 を育てた。だが、戦争 が

終わると、イン ドネ シアの住む父か らの送金が可能 になったので、比較的楽になった。送

金は、「水客」(中 国 一東南アジア間の運送 を商売 とす る者)を 生業 とす る、同 じ宗族の成

員が担 当した。後に、父の家業を継 ぐため兄がイ ン ドネシアに戻 り、私 と弟が梅州 に残 っ

た。成人後、私は、帰国華僑証明書 を取得 し、まず は江西省瑞金市で働いた10。当時はこ

の証明書があると、仕事 を探 しやすかったか ら大事であった。 しばらくして、梅州 に戻っ

てきたら、新彊生産兵建設団11の幹部 を100名 余 り募集 していたので、応募 した。私は新

彊 に赴 き、主にウルムチで幹部を務めた。

　 しか し、新彊での生活 も楽ではなかった。新彊ではろ くに米 を食べることもできなかっ

たか ら、イ ン ドネシアに帰 りたい と思 った。新彊にずっ といた ら共産党員 にな らねばな ら

なかったか ら、出国も難 しくな ると判断 した。だか ら、1964年 、30歳 の時に新彊 を離れて、

梅江区のA宗 族 に戻ってきた。梅州では、同じイ ン ドネシアか らの帰国華僑であった妻 と

結婚 し、2男1女 を授 かった。私たちは、まず香港 に行 こ うと考え、政府 に出国申請 を出

した。私の周囲のイ ン ドネシアか ら戻 った多 くの帰国華僑 もまた、出国申請 をしていた。

彼 らのなかには許可が下 りて香港 に行 く者 もいたが、結局、私たちには出国許可が下 りな

かった。だか ら、私は、梅州 の工場で機械 の技術師をし、退職 を迎えた。後に、娘だけが

香港人 と結婚 して、香港に移住 した。

　私たちは、結果的にずっ と梅州 に残 ることになったが、兄の家族がイ ン ドネ シアに、娘

が香港 にいるため、時々、イン ドネシアや香港 に行 く。私たちは、イン ドネシアの料理や

コー ヒー も好むので、その時についでに食材を買って帰る。妻は、15歳 までイン ドネシア

にいたので、イ ン ドネシア語 を流暢に話せ る。彼女 は、香港 に行 くと、週末の ビク トリア

公園に出かけ、そ こに参集 しているイ ン ドネシアのメイ ドたちと会話 を楽 しんでいる。

　他方で、私は、退職後、A宗 族の活動にも参加 してきた。祠堂(祖 先 を祀 る祠)や 墓の

修理お よび礼拝、年 中行事の開催 などに携 わってきてお り、今ではA宗 族 の常務理事に就

いている。私が宗族の活動に積極的にかかわっているのは、子孫 とい うのは祖先に感謝 し

なければな らないからである。祖先を祀ることで、風水 が良 くな り、一族 に幸運がもた ら

される。私は、宗族の活動なかで、特 にイン ドネシア等 の国外に住む親族 との交渉を担 当

した。彼 らは、私 との関係 があるか ら帰国 してきた し、また寄付 も してくれた。私は、宗

族の理事を辞任 してか らしば らく活動 を停止 した ことがあるが、この時、海外 の親戚か ら

の寄付が格段に減 った。 中国は豊かになってきたが、大きな活動 には、まだ海外の親戚 か

10籟 州地区に位置する瑞金は、現在、客家地域 として認定されている。 しかし、A氏 によると、瑞金の

言葉は梅州市の客家語 と全く異なるので、言葉の面で苦労 したのだという。
11中 国西部の新彊 ウイグル 自治区で開墾 と辺境防衛をおこな う準軍事組織。1952年 から始まるが、1960

年になるとソ連 との関係の悪化に伴い多数の成員が逃亡したため、全国で成員を募集 した。



らの援助が欠かせ ない。F宗 族の文化活動 においては、私のよ うな帰国華僑の役割 が重要

であるのだ」(2008年2.月 以降、数度にわたるイ ンタビューに基づ く)。

　 1978年 の改革 ・開放政策以降12、中国では外資の導入 により経済を促進す る方策 を採用

す るが、梅州のよ うな華僑の多い地区では、華僑マネーをどれだけ集 められ るかが彼 らの

生活 を左右 していた。 この状況は、政府のみな らず、地元の宗族で も同じであった。梅州

では、1980年 代か ら宗族復興の兆をみせ、宗族 自らが、祠堂や墓の再建、族譜 の編集、年

中行事の開催 を促進 した。 しか し、広東省で最 も貧 困な山岳地区であった梅州 では、こう

した活動を 自力でお こな うことが困難であ り、海外 に在住す る華僑の援助 を不可欠 として

いた。そ うしたなか、海外 とのネ ッ トワークをもつ帰国華僑 は、宗族 のために資金 の収集

にまわ り、それ によって地位 を高めることがあった。F氏 はその典型例である。

写真5:帰 国華僑 とイン ドネ シア在住華僑 の交信を示す資料。左 はイン ドネシアか ら梅州

に住む家族に宛てた手紙、右 は梅州に住む家族 に送金 した内容を記 した 「僑批」。

　また、同様 の事例は、梅江 区の有力宗族 の一つでもあるG宗 族で も見 られた。G宗 族 で

もまた、1980年 代以降の宗族復興の動きにおいて、海外 に居住す る親戚の援助 を必要 とし

た。 しか し、同 じ宗族であって も、規模が大きけれ ば、すべての成員 間が顔見知 りとい う

わけにはいかず、 どうして も海外 に住む華僑 と近 しい関係 にある帰国華僑 の助力が必要に

12中 国において、計画経済を基本路線 としながらも、市場の一部を開放 し、外貨の獲得を重視 し、海外

の技術 ・文化の導入を許容 した政策を指す。1992年 には、「社会主義市場経済化」の路線を採択 し、対外
への市場開放を促進させた。



なってくる。G氏 宗族の場合、イ ン ドネシアか らの帰国華僑であ り、またシンガポールや

マ レ0シ アに も近 しい家族がい るG氏 が、墓の修築、年 中行事の復興などにおいて重要な

役割 を果た した。 ここで興味深いのは、G氏 は、資金源 を提供す る華僑の窓 口となっただ

けでなく、華僑の要求に合わせて、儀礼の内容 を変 えていった ことである。例 えば、G宗

族では、戦前には春祭 りと秋祭 りの行事を していたが、文化大革命以降、停止 した。 しか

し、イ ン ドネシアに移住 した親族の間では続けていたので、梅州で もこれ を再開すること

に したのである。 この ように本地社会 に溶 け込んだ帰国華僑 のなかには、文化復興の鍵 を

握 る存在 となった者す らいる13。

4.お わ りに

　本稿は、1940年 代以降イ ン ドネシアか ら中国へ帰還 した客家を対象 とし、彼 らの移動お

よび再統合の過程について、ライ フヒス トリーを通 して報告 してきた。 もちろん、本稿で

聞き書 きをお こなったのは限 られた数であ り、彼 らの 口述がイ ン ドネシア帰国華僑 のすべ

てを伝 えているわけではない。筆者 もまた、以上の諸事例か ら、梅州市のイ ン ドネシア華

僑 をめぐる全体像を描き出す ことを目指 していない。ただ し、本稿の諸事例 より、梅州 の

イ ン ドネシア華僑のすべてが、本地社会か ら排除 されていたわけではないことが分かるで

あろ う。逆に、特にイン ドネ シアの華人排斥運動以前に帰国 した華僑 のなかには、本地人

としての顔 ももち、さらに彼 らの経験 を生か して本地社会の文化刷新 をす る、再統合の動

きをみせるものす ら存在 した。

　 冒頭で論 じたよ うに、従来 の帰国華僑研究の多 くが華僑農場 を対象 としているため、本

地社会 にお ける帰国華僑の再統合 を描いた民族誌は限 られてい る。 したがって、帰国華僑

を本地人 とは異な るカテ ゴ リー としてのみ描 くのではな く、帰国華僑 でも本地人でもある

者の再統合の詳細を描き出 していく必要がある。少な くとも本稿の事例によれ ば、イ ン ド

ネ シアか らの帰国華僑の帰還 にはい くつかの波があ り、華僑排斥運動 の影響で帰還 した者

の一部は、華僑農場 に移住 している。彼 らは、本地社会 との壁をつ くる傾 向にあるが、他

方で 自身の父系宗族 とはつながっているため、完全 に本地社会か ら孤立 しているわけでは

13な お、筆者は、中国における都市景観の再生について調査を進めてきたが、梅州で 「客家らしい」景

観がつくられていく過程において、帰国華僑が果たす役割は無視できない。なぜなら、梅州における都市

景観は、主に華僑マネーを得る目的外部のまなざしを意識 して再生 されているが、その過程において、本

地社会に住む帰国華僑が、外部表象を導入するパタ0ン が多いからである[河 合2013]。 こうした側面

は、同じ広東省にある広州でもみ られるし[河 合2009]、 また、中国の外においても帰還者が現地文化

の刷新に無視できない貢献をなしている。筆者は、中国南部でフィ0ル ドワ0ク を開始する前に、沖縄の

久米島で聖地景観の再生について調べたことがある。この時もまた、久米島の外に移住 した者たちが、御

嶽を 「沖縄特有の心」 として認識 し、久米島に帰還後、聖地再建を主導 していた[河 合2004]。 現地の

文化および文化的景観の刷新において帰還者が果たす役割については、客家地域のみにとどまらず、東ア

ジア全体で検討されていくべきだと筆者は考える。



ない。他方で、戦争か らの逃避あるいは進学 目的で帰国 した華僑 は、本地社会 に溶 け込ん

でお り、なかには自身の海外体験を生か して、本地社会、特に所属す る宗族の復興のキ0・

パ0ソ ンとなる者 もいる。また、時 として、外部の表象 を受 け入れ、現地文化 の刷新 をも

た らす こともある。

　本稿で記 したライ フヒス トリーが明確に記 しているように、帰 国華僑の帰還 の時期に起

因する多様性 を把握 し、本地社会 に溶 け込んだ者が、現地の文化 を刷新 してい くエ0ジ ェ

ン トとなる側面 も見据えていかねばな らない。そのためには、華僑 ・華人研究の枠組みか

ら華僑農場に焦点を当てる研究だけでな く、本地文化側 の研究か ら帰国華僑の能動的に文

化 を再生産 してい く側面 を描 き出 してい く作業が必要 とされ るであろ う。帰国華僑 と本地

社会を対立的にとらえず、前者が後者 にもた らす再統合 についてよく詳 しく描 く民族誌的

記述が今後求め られ る。
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